























































ある人、若狭の小浜にて、子供四 五人集 、亀を一つ取って打ち殺さんとするを、此の人行き合せ、子供をすかし、亀をとって海へ放ちゃりけり。ある時、此の人商売のために、北国へ下りけ が 即ち小浜より舟に乗りけり。折ふし風激しくして、既に舟覆しけり。水手をはじめ、船中の人々五、六十、海中の水屑となりうせぬ。
中にもかの亀を助けし人ばかり、只一人残り、何の子細もなくて、向ふまでは一里ばかりも有るらんと思ふ湊へ、
なんなく打ち上りけり。けれども不思議の思ひをなし、跡を顧り見ければ、
さらさらと平地を行くが如くして、亀ども鋼千万といふ数しらず刈甲をひしと鼎開劃司劃ぺ叫打ち続きゐけり。さては亀の我を助けけるよと嬉しくて、小浜にて亀一つ助けし事を思ひ出し 恩徳のほどを思ひけるが、人の物を知らぬ 、虫類にも遥かに劣れりと知るべし。此のはなしは、若狭の人の語ら ける。明暦比の事也。いずれの話も水辺の話題であり、
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カメが水陸両方の世界に生きる動物であることによる。
また、甲羅以外のカメの身体的特徴に関わる説話としては、『今昔物語集』巻二八第三三話「大蔵大夫紀助延郎等、
唇被咋亀語」が挙げられる。ふざけてカメにキスをしようとした紀助延の郎等が唇を噛み合わされて大難儀に遭ったという内容である 、実は生物としてのカメには歯はないため、ここではそ 強力な吸引力をもって噛みつかれたとみたものであろう(新日本古典文学大系の脚注には、出典未詳ながら、法苑珠林・六十五にある簡の口で淫行を試みて噛 つかれた猿の説話が源泉かと注記される)。次に、実物のカメから離れて、イメージの中でどのよう 語られたかをみ みよう。まずは、吉祥としてのカメが
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してとらせ 有刷る事侍り一けり。其若君、おひたちて法師に成て名をば如無とぞ申ける。後は僧都までなりて、如無償都 申は是也。人、木石にあらず、亀雀思を れりと申も理にぞ侍るめる。
{資料日】吋十訓抄』一ノ五
























































頭ヲ切テ捨テ、其甲ノ肉ヲ煮テ食シ皐レドモ、猶彼ノ頚ハ死セズシテ動キ、口司ノ開ク体、目モ当ラレヌ浅猿シキ事共ナリ。然ルニ 庖丁人誤テ摩那箸ヲ深キ水中ニ堕一シヌ。「誰ガナ水ニ入テ此箸ヲ拾ヒ挙ヨ」ト云。漸ク涼シキ節ナレパ、水ハ深シ 我コソ水ニ入ント云モノナシ。時ニ十七八可ナル意的資アリ。「汝、若役一一テ水ニ入 」ト云。輩竪開テ 点慧キ者ナリケレバ、「畏リヌ」トテ、先戯ニ興プラントテ、縄ヲ以一ア最大ナル髄ノ足ヲ堅ク結テ、水中ニ入テ、縄ヲ持テ臼ク、「汝出没、諦聴諦線、善思念之。水中一一入 摩那箸ヲ尋ネ衡テ出パ、此度汝ガ命ヲ救クベシ。然ラズンパ、入居つ晩肴トナルベキゾ」トテ、水中ヲ引田リテ挙タレパ、郎チ箸ヲ衡テ出ヌ。諸人驚キテ、伺トヤラン、気味アシケレパ 臼捕タル出没ヲ、皆河中ニ放チ、既一一届
γ
セシ肉ヲモ、悉ク河水ニ捨
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The Stories of Turtles in Japanese Classic Literature 
Yoshinari SHIBATA 
In the ancient and medieval period, the turtle stories have 3 types. 
1. as a vessel 
2. as a good symbol 
3. as an animal which repays an obligation 
And in Edo period, the new story come out in addition to the 3 types. It is the 
tenitying story about a SUPPON (a soft-shelled turtle). For example, the story is 
-The cook drops the kitchen knife to the water. He talks to the suppon that if you 
can find out the kitchen knife and take it to me, I don't cook you. The suppon find 
and bring it to him, but the cook breaks his promise. And then, the customers who 
eat the meat of the suppon die. 
In many cases, the stages of these stories are Osaka of the 18th century. There 
is a change in the gastronomic culture in the background of this story. And it is 
related to the development of Osaka in this ages. It is thought that the uneasiness 
of Osaka citizens to new change produced the suppon stories. 
